
　

入入

会会

案案

内内

飯
野
八
幡
宮
八
十
八
膳
献
穀
会
　
会
員
募
集

　
飯
野
八
幡
宮
の
古
式
大
祭
で
行
わ
れ
る
八
十
八
膳
献
饌
神

事
は
古
く
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
県
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
八
十
八
膳
献
饌
神
事
を
永
く
守
り
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
、

八
十
八
膳
献
穀
会
を
発
足
さ
せ
、
神
饌
田
を
設
け
て
、
田
に

は
糯
米
を
作
り
、
畑
で
は
野
菜
等
を
栽
培
し
、
御
神
饌
と
し

て
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
御
奉
仕
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
農
耕
儀
礼
の

復
元
と
、
風
土
に
根
ざ
し
た
農
業
文
化
を
、
新
し
い
世
代
が

理
解
し
て
さ
ら
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
な
に
と
ぞ
、
私
共
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
、
多
く
の
皆

様
が
ご
入
会
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

結 y
u

i

発
行
日
　
　
平
成
十
二
年
九
月
二
十
九
日

発
行
所
　
　
八
十
八
膳
献
穀
会

〒
九
七
〇
―
八
〇
二
六

福
島
県
い
わ
き
市
平
八
幡
小
路
八
十
四
　

飯
野
八
幡
宮
社
務
所
内

℡
〇
二
四
六
―
二
一
―
二
四
四
四

発
行
責
任
者
　
飯
野
　
光
世

会会

員員

名名

簿簿

賛
助
会
員

　
　
　
阿
辺
　
栄
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
四
ツ
波

　
　
　
安
斉
　
生
吉
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
會
川
　
昇
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
内
田
　
進
一
郎
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
大
友
　
一
夫
　
　
　
い
わ
き
市
郷
ヶ
丘

　
　
　
大
和
田
　
国
夫
　
　
い
わ
き
市
平
字
道
匠
小
路

　
　
　
鎌
田
　
誠
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
小
泉
　
高
一
郎
　
　
い
わ
き
市
平
四
ツ
波

　
　
　
小
泉
　
武
久
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
小
松
　
茂
夫
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
久
保
町

　
　
　
佐
藤
　
孝
徳
　
　
　
い
わ
き
市
江
名

　
　
　
桜
井
　
勝
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
斎
藤
　
ミ
チ
子
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
鈴
木
　
昭
雄
　
　
　
い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間

　
　
　
鈴
木
　
弘
長
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
鈴
木
　
正
美
　
　
　
い
わ
き
市
平
幕
ノ
内

　
　
　
鈴
木
　
守
応
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
鈴
木
　
貞
夫
　
　
　
い
わ
き
市
内
郷
高
坂
町

　
　
　
高
田
　
正
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
橘
　
栄
一
郎
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
立
町

　
　
　
遠
山
　
忠
司
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
遠
山
　
勝
久
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
根
本
　
満
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
道
匠
小
路

　
　
　
野
澤
　
功
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
作
町

　
　
　
藤
田
　
誠
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
松
崎
　
典
和
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
松
本
　
友
之
　
　
　
い
わ
き
市
字
材
木
町

　
　
　
松
崎
　
正
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
矢
吹
　
正
男
　
　
　
い
わ
き
市
平
幕
ノ
内

　
　
　
吉
田
　
政
雄
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
四
町
目

　
　
　
藁
谷
　
守
正
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
渡
辺
　
富
士
夫
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
野
村
　
み
つ
る
　
　
東
京
都
板
橋
区
前
野
町

吉
野
　
喜
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

飯
島
　
護
　
　
　
　
い
わ
き
市
小
名
浜

川
角
　
正
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

鈴
木
　
隆
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
高
月

渡
辺
　
米
知
　
　
　
い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間

渡
辺
　
和
歌
子
　
　
い
わ
き
市
平
八
幡
小
路

氏
家
　
武
夫
　
　
　
い
わ
き
市
東
田
町

門
馬
　
巌
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
神
谷

金
佐
毘 

 

雅
子
　
　
い
わ
き
市
好
間
町
北
好
間

木
村
　
雄
一
郎
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

結結 yuiyui
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奉
耕
会
員

　
　
　
大
和
田 

 

長
治 

 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

大
山
　
宣
雄

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

大
山
　
公
章

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

加
澤
　
嘉
孝

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

関
場
　
孝
和

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

金
子
　
次
夫

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

黒
木
　
荘
一

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

柴
野
　
茂
樹

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

下
藤
　
吉
男

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

地
引
　
定
一

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

鈴
木
　
正
則

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

鈴
木
　
忠
義

 
 
 
 

い
わ
き
市
平
中
塩

関
場
　
喜
代
司
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

新
妻
　
政
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

矢
吹
　
平
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

八
幡
　
文
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

山
下
　
富
康
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

矢
吹
　
隆
平
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

矢
吹
　
長
紀
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

吉
田
　
甚
平
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

吉
田
　
長
久
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

吉
田
　
亨
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

吉
田
　
甚
博
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

吉
田
　
吉
兵
衛
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
孝
徳
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
和
田
　
智
康
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

特
別
会
員

　
　
　
い
わ
き
平
安
閣
　
　
い
わ
き
市
平
童
子

　
　
　
樫
村
　
弘
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
赤
井

　
　
　
里
見
　
庫
男
　
　
　
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町

　
　
　
高
萩
　
現
一
郎
　
　
い
わ
き
市
自
由
ヶ
丘

　
　
　
た
か
つ
き
保
育
園
　
い
わ
き
市
平
字
六
人
町

　
　
　
矢
吹
　
貢
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
権
現
塚

 
 
 
 
 
 

坂
本  

三
郎

 
 
 
 
 

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

 
 
 
 
 
 

菊
地 

 
 

留
之
介 

 
 

い
わ
き
市
常
磐
西
郷
町

一
会
員
よ
り

　
古
来
よ
り
我
が
日
本
に
は
、
風
土
・
気
候

に
合
っ
た
農
耕
民
族
が
生
活
し
、
家
内
安
全

と
と
も
に
春
に
は
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
実

り
の
秋
に
は
田
畑
や
山
海
で
収
穫
さ
れ
た
も

の
を
神
前
に
お
供
え
し
て
き
た
。
神
へ
の
報

恩
感
謝
の
伝
統
文
化
は
連
綿
と
現
代
に
も
引

き
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　
近
年
、
自
国
農
産
物
の
自
給
率
の
大
き
な

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
野
八
幡
宮

古
式
大
祭
に
農
耕
儀
礼
と
し
て
八
十
八
膳
献

饌
神
事
が
復
元
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
八
十

八
膳
献
穀
会
が
発
足
し
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。

　
献
穀
会
で
は
、
お
か
ら
ー
す
・
お
か
ら
ー

す
・
お
か
ら
ー
す
と
三
唱
し
、
烏
を
招
い
て

そ
の
年
の
作
付
け
を
占
う
「
農
立
て
」
に
始

ま
り
、
御
田
植
祭
・
抜
穂
祭
・
芋
煮
会
・
そ

ば
打
ち
と
多
彩
な
る
神
事
・
行
事
が
行
わ
れ

る
が
、
矢
張
り
最
も
重
要
な
御
奉
仕
は
九
月

十
五
日
の
古
式
大
祭
に
お
け
る
御
本
殿
・
若

宮
社
・
そ
し
て
境
内
に
鎮
座
す
る
五
つ
の
末

社
へ
の
八
十
八
膳
献
饌
の
儀
式
で
あ
ろ
う
。

　
大
祭
の
前
日
に
は
お
供
え
す
る
品
々
が
準
備
さ

れ
る
。
当
日
の
十
五
日
に
は
朝
四
時
に
世
話
人
が

集
合
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
で
二
斗
の
白

ふ
か
し
・
二
十
枚
の
ま
ゆ
餅
を
手
際
良
く
取
り
揃

え
て
行
く
。

 

い
よ
い
よ
献
饌
の
時
刻
に
な
る
と
、
烏
帽
子
に

白
張
を
装
っ
た
六
人
の
仕
丁
が
二
人
一
組
と
な
っ

て
儀
式
殿
か
ら
、
お
供
え
物
を
壱
の
櫃
・
弐
の
櫃
・

参
の
櫃
と
順
序
よ
く
古
式
ゆ
か
し
く
担
い
出
す
。

こ
の
大
役
を
果
し
た
と
き
、
農
耕
民
族
と
し
て
古

人
を
偲
び
、
日
本
文
化
の
伝
統
に
崇
敬
の
念
を
抱

く
の
は
自
然
の
姿
で
あ
ろ
う
。

　　
八
十
八
膳
献
穀
会
が
発
足
し
て
四
年
目
の
本
年

五
月
、
会
報
『
結
』
壱
号
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
宮
司
ご
挨
拶
に
「
結
」
の
名
称
は
神
と
人
と

を
力
強
く
結
び
つ
け
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け

る
、
と
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
言
い
得
て
妙
な
命
名

で
あ
る
。
献
穀
会
を
通
じ
て
未
知
の
人
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
信
頼
感
が
生
じ
、
絆
が
深
ま
っ
て

ゆ
く
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
伝
統
文
化
が
護
持
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
と
共
に
、
可
能
な
限
り
奉
耕
会
員
の
一

人
と
し
て
参
加
し
、
労
を
惜
し
ま
ぬ
者
で
あ
る
。

　
献
穀
会
奉
耕
会
員
　
新
妻
政
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
熊
野
神
社
総
代
）

文
中
写
真
　
　
野
澤
　
功
氏



四月上旬　　八十八膳献穀会　総会四月上旬　　八十八膳献穀会　総会

五月中旬　　田打祭五月中旬　　田打祭

五月下旬　　御田植祭五月下旬　　御田植祭

八月下旬　　〆縄奉製勉強会八月下旬　　〆縄奉製勉強会

九月十五日　飯野八幡宮古式大祭　九月十五日　飯野八幡宮古式大祭　

　　　　　　八十八膳献饌神事　　　　　　八十八膳献饌神事

献献
饌饌
行行
事事
にに
寄寄
せせ
てて

献
饌
神
事
の
祭
具

献献

穀穀

会会

年年

間間

行行

事事

飯
野
八
幡
宮
の
神
饌
―
献
饌
神
事
の
復
元
に
関
し
て
―
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

齋  

藤   

ミ 

チ 

子

三
、
種
々
の
神
饌

　
今
回
神
饌
に
関
す
る
様
態
が
、
整
備
復
元
さ

れ
る
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
古
老
か
ら
聞
き
取

り
を
お
こ
な
っ
た
が
、
双
方
の
多
少
の
異
同
の

中
に
、
近
代
に
入
り
、
八
十
八
膳
も
七
十
五
膳

と
い
わ
れ
て
来
た
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
、
注
意

さ
れ
る
事
項
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
生
き
た
鶏

を
縛
っ
て
供
え
、
事
後
に
放
っ
た
と
い
う
の

は
、
か
つ
て
の
放
生
会
の
名
残
を
留
め
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
現
行
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
い
か
に
も
素
朴
な
氏
子
の
御

馳
走
感
覚
を
反
映
さ
せ
た
焼
鮒
の
串
刺
し
も
今

は
な
い
。
現
行
（
平
成
八
年
に
整
備
復
元
）
の

神
饌
の
種
々
を
挙
げ
る
と
（〔
　
〕
内
は
古
老

〈
阿
部
初
弥
翁
、
明
治
四
十
年
生
〉
の
記
憶
）、

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
品
々
と
図
と
照
応
さ
せ
る
と
、
御
本
鉢

御
高
盛
（
白
ふ
か
し
）、
御
備
餅
五
つ
（
同
）
、

御
汁
（
同
）
、
御
料
理
（
山
芋
か
ら
蕨
ま
で
）、

御
菓
子
（
胡
桃
か
ら
栗
ま
で
）、
御
盃
（
神
酒
）

と
な
る
。
御
料
理
は
、
現
行
で
は
生
の
ま
ま
、

容
器
に
見
合
っ
た
大
き
さ
に
切
っ
て
盛
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
を
唐
櫃
に
入
れ
て
、
白
丁
を
着
た
氏
子
が
神
殿
内

に
運
ぶ
。
現
在
は
唐
櫃
内
を
二
段
に
設
え
て
、
運
搬
の
能
率

を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
以
前
は
唐
櫃
一
丁
に
三
宝

一
個
を
入
れ
て
は
担
い
だ
の
で
、
流
鏑
馬
が
始
ま
る
と
同
時

に
始
め
て
も
三
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
と
い
う
。

四
、
お
わ
り
に

　
八
十
八
膳
献
饌
行
事
の
復
元
事
業
は
、
現
在
で
は
熟
年
、

高
年
齢
層
の
人
々
の
信
仰
心
と
伝
統
行
事
に
対
す
る
熱
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。
一
旦
は
、
整

備
さ
れ
た
行
事
が
今
後
末
永
く
保
持
さ
れ
る
に
は
、
ど
う
す

べ
き
か
が
次
な
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
壮
年
、
中
年
層
の

理
解
と
熱
意
を
如
何
に
得
る
か
に
係
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
、
氏
子
有
志
の
方
々
に
よ
る
神
饌
素
材
の
収
穫
か

ら
調
理
の
過
程
ま
で
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
が
、
い
ず
れ
の
時
も
共
感
し
あ
え
る
感
慨
と
郷
愁
が
漂
う

雰
囲
気
の
中
で
作
業
は
和
気
あ
い
あ
い
と
進
行
し
て
い
る
と

観
察
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
ら
の
よ
う
な
経
験
の
な
い
、

行
事
を
な
つ
か
し
む
心
情
も
希
薄
な
世
代
に
と
っ
て
は
、
意

気
を
集
結
さ
せ
、
行
事
を
遂
行
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
核
に

な
り
得
る
も
の
は
何
か
、
こ
れ
こ
そ
が
神
社
側
に
問
わ
れ
る

点
で
あ
ろ
う
。

　
　
齋
藤
　
ミ
チ
子
　
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　
　
　
　
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
報
　N

o
.
2
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平
成
十
一
年
一
月
二
十
五
日
　
よ
り
転
載

　
　
　
　
　
　
　

十月上旬　　抜穂祭十月上旬　　抜穂祭

十月中旬　　芋煮会十月中旬　　芋煮会

十月下旬　　研修旅行十月下旬　　研修旅行

十二月下旬　そば打ち十二月下旬　そば打ち

十二月下旬　忘年会十二月下旬　忘年会

一月上旬　　農立て一月上旬　　農立て

　
前
日
の
例
祭
の
緊
張
感
が
持
続
し
て
い
る
中
、

い
よ
い
よ
古
式
大
祭
の
朝
を
迎
え
た
。
十
時
発
輿

の
神
輿
渡
御
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。
早
朝
よ
り
中

塩
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
白
ふ
か
し
、
繭
餅
の
奉
製

が
献
穀
会
会
員
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。

　
次
い
で
神
饌
品
の
復
元
に
取
り
掛
か
り
、
平
成
八
年
度

神
社
本
庁
の
神
社
振
興
対
策
事
業
と
し
て
指
定
を
受
け
、

そ
の
事
業
に
八
十
八
膳
献
穀
会
の
結
成
を
取
り
上
げ
、
中

塩
地
区
の
神
社
総
代
等
と
相
諮
り
事
業
内
容
の
検
討
、
発

会
式
を
見
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
神
社
振
興
対
策
事
業
は
三
ヵ
年
の
助
成
の
た
め
、

本
年
か
ら
は
自
主
事
業
と
な
っ
た
。
今
後
は
財
政
面
の
強

化
を
図
る
べ
く
会
員
の
拡
大
が
急
務
で
あ
る
。
何
卒
趣
旨

手
許
に
お
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。）
の
中
に
挿

絵
つ
き
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
般
こ
の
文
書
を
も
と
に
一
部
省
略
さ
れ
て
い
た

八
十
八
膳
献
饌
行
事
が
復
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
用
具
の
復
元
が
平
成
五
年
よ
り
お
こ
な

わ
れ
、
会
津
の
漆
器
店
の
大
島
半
兵
衛
商
店
に
修

理
を
依
頼
し
、
約
百
五
十
点
余
の
器
が
朱
塗
り
金

箔
の
色
も
鮮
や
か
に
復
元
さ
れ
た
。

　
神
輿
渡
御
の
直
前
ま
る
で

お
清
め
か
と
思
わ
れ
る
通
り

雨
。
行
事
に
は
さ
し
た
る
支

障
は
な
い
。
猿
田
彦
の
先
導

で
行
列
は
整
然
と
進
み
、
自

分
は
騎
馬
で
神
輿
の
直
後
に

従
う
。
揚
土
の
御
旅
所
に
参

着
、
祭
典
は
恒
の
如
し
。
頭
の

中
を
過
る
事
は
同
時
進
行
し

て
い
る
八
十
八
膳
神
饌
の
準

備
の
状
況
で
あ
っ
た
。

　
八
十
八
膳
献
饌
行
事
の
初

見
は
、
飯
野
家
文
書
「
定
式

控
」（
こ
れ
は
八
幡
宮
の
年
中

行
事
を
記
し
た
文
書
で
、
八

幡
宮
神
職
が
各
々
書
き
写
し

を
ご
理
解
賜
り
多
く
の
入
会
を
希
望
す
る
次

第
で
あ
る
。

　
飯
野
八
幡
宮
八
十
八
膳
神
饌
の
形
態
は
大

方
復
元
さ
れ
た
が
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
神
饌
は
本
来
熟
饌
と

い
っ
て
調
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

調
理
方
法
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他
の

神
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
調
理
方
法
等
調
査
研

究
し
復
元
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
つ
ぎ
に
、
濁
酒
調
製
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
定

式
控
」
の
中
に
「
一
夜
酒
」
と
し
て
十
三
日

に
濁
酒
を
調
製
し
八
十
八
膳
神
饌
と
し
て
奉

献
し
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
税
務
署
と
の

協
議
の
中
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
事
で
あ

る
が
、
今
後
と
も
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
こ
れ
ら
の
懸
案
事
項
を
順
次
解
決
し
、
古
来
よ
り
の
八

十
八
膳
献
饌
行
事
が
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
共
々

に
努
力
し
た
い
と
念
づ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
飯
野
八
幡
宮
　
宮
司
　
飯
野
　
光
世

・
神
酒
の
盃

・
白
ふ
か
し
（
強
飯
）

〔
赤
ふ
か
し
（
小
豆
入
り
）
も
〕

・
ま
ゆ
餅
（
楕
円
形
、
五
個
）

〔
丸
型
、
二
重
ね
〕

・
御
汁
（
里
芋
、
青
さ
や
豆
）

・
山
芋

・
か
じ
め

・
大
根

・
茗
荷

・
河
骨

・
に
が
い
も
（
野
老
）

・
牛
蒡

・
ず
い
き

・
蕨

・
胡
桃

・
柿

・
柚

・
栗
〔
な
し
〕

・〔
焼
き
鮒
の
串
刺
し
〕

・〔
生
き
た
鶏
〕


